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開発を目指すシミュレータの概要

○シミュレータの内容
・従来のPTデータに相当するような、一人一人の移動・活動を表現したデータを生成
・ウォーカブル等のミクロな施策ニーズへの活用も見据えた移動軌跡等の生成

○シミュレータの活用イメージ
・各地域の地方公共団体やコンサルタント等が、各自データを入力して簡便・安価に利用できる

全国の都市における、立地適正化、公共交通利用促進、ウォーカブル等の様々な施策の検
討（現状分析や将来予測、施策評価）の効率化・高度化に資するよう、また地方公共団体
等によるデータのさらなる利活用を目指したシミュレータ開発を目指す

シミュレータ適用都市で調達

全国PTデータを用いて国で開発
→各都市は開発されたシミュレータを活用

都市交通調査データ
（小サンプル）

インプットデータ
（人口、施設、交通サービス等）

他データ
（ビッグデータ、統計等）

都市類型別の汎用的な
シミュレータ

地域特性をさらに加味した
シミュレータ

将来推計、施策評価へ現状分析へ

※シミュレータ適用都市で調査実施
簡易的に補正可能な方法を検討

実用段階におけるデータ作成・分析の流れ（イメージ）

補正 補正
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人口データ
（国勢調査等）

個人データ生成
モデル

個人データ
生成

個人データ
※性年齢、居住地、就業状態、勤務地、
世帯構成、免許保有等を付与

アクティビティ
ベースドモデル
（ABM）

各個人の一日の移動・活動データ
（PT調査のマスターデータに相当）

アクティビティ
（行動データ）

生成

地点間交通
サービスデータ
（LOSデータ）

施設データ
（事業所、店舗、
公共施設等）

将来的には施設や交通サービスが
居住地等の選択に与える影響考慮

○個人データ、アクティビティ、移動軌跡生成の各段階を組み合わせ、ビッグデータ等の観測データ
と整合するように、人の移動・活動の疑似データを生成するシミュレータを目指す

自動車
経路配分

公共交通
経路配分

歩行回遊
など

各交通手段の
交通ネット
ワークデータ

（DRM、GTFS等）

各個人の一日の移動・活動データ
（途中の移動経路の情報も付与）

断面観測交通量
（トラカン、乗降客数、歩行者数等）

補正

移動軌跡
生成 ※混雑等の影響も加味

小サンプルPT調査（分担率等）
ビッグデータ（滞留人口等）

モデルの補正

（比較・検証）

補正

全国PT

パラメータ
（属性等）

情報

パラメータ
（行動特性等）

情報
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シミュレータの全体像



Ⅰ 全国PT調査データを活用したシミュレータ構築の検討

１）モデルの設計

・個人データ生成モデル

・アクティビティベースドモデル

２）モデルの推定及びシミュレータの構築

・モデルのパラメータ推定

・モデルの汎化性能の検証

・モデルを組合せたシミュレータ構築

３）性能検証

・ PT調査実施済みの地方都市圏でシミュレーション

を適用し、シミュレーション結果とPTデータを比較

Ⅱ シミュレータの補正に関する検討

１）既存統計データによる補正

・小サンプルPTデータによる補正

２）ビッグデータによる補正

・携帯電話基地局データや公共交通利用者数

データ等による補正

アクティビティ
ベースドモデル
（ABM）

個人データ生成
モデル

個人データ

各個人の一日の移動・活動
データ（補正前）

各個人の一日の移動・活動
データ（補正後）

ビッグデータ
（滞留人口等）

小サンプルPT調査
（分担率等）

補正

補正

資料2-1全国PT調査データを活用したシミュレータの構築

資料2-2シミュレータの補正に関する検討
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今年度の検討事項および本日の検討内容

資料2-3シミュレータを用いたケーススタディ分析



今年度

●第1回検討委員会｜R4.10.21（金）

・検討の全体像及びR4年度の検討事項に関するディスカッション

・アクティビティベースドモデルの構造

●第2回検討委員会｜R5.1.25（水）

・アクティビティベースドモデルの推計結果をふまえた討議

●第3回検討委員会｜R5.3.9（木）【本日】

・ビッグデータ等による補正結果をふまえた討議

・R5年度の検討方針に関するディスカッション

次年度

R4年度の結果もふまえ、引き続き、更なる検討の深度化を行うため、

適宜検討委員会を実施

R5年度には、検討結果をとりまとめる予定
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検討スケジュール


